
        経済常任委員会会議録 

 

1 日 時 開会 令和 7年 3月 12日 13：10 

閉会 令和 7年 3月 12日 13：25 

2 場 所 議員控室 

3 出 席 委 員 鈴木元久、金澤太郎、小林達信、吉田広明、七宮広樹、下重義人 

4 欠 席 委 員 なし 

5 出席要求者 なし 

6 職務出席者 書記 

7 付 議 事 件 第 1 閉会中の継続調査について 

その他 

8 議事の経過 

金澤太郎副委員長開会 

鈴木元久委員長あいさつ 

第 1 閉会中の継続調査について 

委員長：6月下旬に総務との合同視察研修があるが、その報告は 9月定例会になると思う。今回、 

調査はどうするか意見求める。 

副委員長：テーマがあるのであれば、今回も調査は実施すべき。6月の視察研修において、公共交 

通の件を視察するので、当町において 4月から実施予定の公共交通について調査してはどうか。 

 その内容をふまえて視察するのがよいと思う。 

吉田広明委員：副委員長が言っているのは、予算が決議された後、どのように予算を消化していく 

のかという説明を受けるということか。 

副委員長：4月から事業がはじまるので、それを調査するということである。 

七宮広樹委員：副委員長と同じで、何かテーマがあれば調査実施するべき。議員は入っていないが、 

公共交通の協議会の内容について調査してはどうか。 

委員長：空き家対策についての調査を提案する。状況と今後の取り組み。町の考え。 

下重義人委員：空き家バンクの状況などの聞き取りするのも一つの方法。2つ調査はできないので、 

 どちらかにしぼって決めてはどうか。 

委員長：空き家対策は次回以降に調査することとし、公共交通に決定したい。5月末頃の調査を提 

案する。 

副委員長：5月末に実施した場合、報告書提出期限は 2週間後にこだわらず、定例会前までに間に 

合うよう短縮して設定してはどうか。 

下重義人委員：1週間から 10日後くらいで設定しては。 

委員長；：調査日は副委員長と相談して調整することとしてよろしいか。5月中旬から後半。 

（よいという声あり） 

委員長：調査内容は、デマンド交通の状況と今後の取り組みについてとする。報告書の提出につい 

て申し上げる。期限内の提出に協力いただきたい。 

委員長：その他なければ終了する。 

議 長 

確認印 

 



副委員長閉会 
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          経済常任委員長 


